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第２期(令和２年度)事業報告  

1 法人の概況  

(1) 設立年月日 ： 令和元年１２月２４日  

(2) 定款に定める目的 : 

当法人は、少子高齢化が急速に進む日本において、女性特有の疾患や妊娠、出

産、新生児を中心に診療・研究する周産期・新生児医学、婦人科腫瘍学、生殖医

学、女性医学における独創的、先端的な研究に対する助成を通じて、女性と生ま

れてくる子供たちの健康を支援することを目的とする。 

(3) 定款に定める事業内容 : 

定款に定める目的を達成するために次の事業を行う。                   

周産期・新生児医学、婦人科腫瘍学、生殖医学、女性医学等の研究に対する助成      

事業及びその他目的を達成するために必要な事業 

(４) 行政庁 ： 内閣府  

(５) 主たる事務所 ：  東京都世田谷区砧六丁目１５番地２号  

(６) 役員等に関する事項 

① 設立者：                       （令和２年１２月３１日現在。敬称略） 

氏   名 現 職 （元職名） 

今井 博文 富士製薬工業株式会社 代表取締役会長 

今井 道子 富士製薬工業株式会社 共同創業者 

新井 規子 富士製薬工業株式会社 創業家親族 

有限会社 FJP 富士製薬工業株式会社 創業家資産管理会社 
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② 理事・監事：              （令和２年１２月３１日現在。敬称略・五十音順） 

役  職 氏  名 現 職 （元職名） 

代表理事 今井 博文 富士製薬工業株式会社 代表取締役会長 

常務理事 百枝 幹雄 聖路加国際病院 副院長 

常務理事 小澤 実 有限会社 FJP 代表取締役社長 

理 事 大須賀 穣 東京大学大学院医学系研究科 産婦人科学講座 教授 

理 事 賀来 宗明 医療法人社団鳳凰会 フェニックスメディカルクリニック 院長 

理 事 髙松 潔 東京歯科大学 市川総合病院産婦人科 教授 

監 事 栗原 誠二 弁護士 TMI総合法律事務所 パートナー 

監 事 松岡 章夫 税理士 松岡・大江・伊勢税理士法人 総括代表社員 

理事(任期: 令和元年１２月２４日~令和３年定時評議員会終結の時まで)        

監事(任期: 令和元年１２月２４日~令和５年定時評議員会終結の時まで)  

 

③ 評議員：                （令和２年１２月３１日現在。敬称略・五十音順） 

氏   名 現 職 （元職名） 

五十嵐 隆 国立研究開発法人国立成育医療研究センター 理事長 

今井 惠子 当財団代表理事親族 

今井 道子 富士製薬工業株式会社 共同創業者 

 生水 真紀夫 千葉大学大学院医学研究院 生殖医学講座 教授 

武谷 雄二 医療法人社団レニア会 理事長 

德本 達郎 株式会社ジャクエツ 代表取締役社長 

(任期: 令和元年１２月２４日~令和５年定時評議員会終結の時まで) 

 

④ 選考委員：              （令和２年１２月３１日現在。敬称略・五十音順） 

氏   名 現 職 （元職名） 

岡本 愛光 東京慈恵会医科大学 産婦人科学講座 主任教授  

甲賀 かをり 東京大学大学院医学系研究科  

生殖・発達・加齢医学専攻産婦人科学講座 准教授 

小澤 雅之 元富士製薬工業株式会社 常務執行役員研究開発本部長・取締役 

関沢 明彦 昭和大学 医学部 産婦人科学講座 教授  

百枝 幹雄 聖路加国際病院 副院長 

(任期: 令和２年８月２８日~令和４年８月２７日まで) 
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⑤ 事務局職員：                    （令和２年１２月３１日現在。敬称略） 

氏   名 職務内容 （備考） 

小澤 実 総務・財務・事業その他全般（事務局長、常務理事兼任） 

長谷川 信子 一般的事務全般 

 

 

 

2 事業の状況  

(1) 事業の実施状況  

令和２年１月１日〜１２月３１日までの第２期(令和２年度)の事業として、定款第３

条に定める目的を達成するため、同第４条に定める以下の事業を実施した。  

①  研究助成事業 

研究助成は、国内の研究機関にて対象研究に従事する満４１才未満の研究者

を対象とした。  

推薦は、総合大学では大学院研究科長、学部長、研究所長、単科大学では学

長、その他の医学研究機関では代表責任者及び当財団が指定した産科、婦人

科系教室の主任教授並びに当財団の理事、評議員に依頼した。（総計１８０名）  

加えて、当財団のホームページに募集要項を掲載して募集を行った。  

応募者を当財団の選考委員会にて選考し、理事会において審議して交付者を

決定した (交付者は次頁に掲載のとおり)。  

令和２年度の応募者は５４名、交付者は７名で、採択率は１３.０%であった。   

尚、交付額は、１件あたり１５０万円。 
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令和２（２０２０）年度（第２期）助成事業 交付者 
 

      
            （敬称略・五十音順） 

主たる研究者 

氏  名 

 

研究機関名 科・教室名 （上段）  及び  研究テーマ （下段） 

 

岩橋 尚幸 

和歌山県立医科大学 産科婦人科学教室 

 

p53アミロイド形成に着目した p53変異卵巣癌の新しい病態機構の解明 

 

牛田 貴文 

名古屋大学医学部 産婦人科学教室 

妊娠高血圧腎症を発症した母から出生した児における、Developmental Origins of 

Health and Disease (DOHaD)仮説の検証と先制医療の可能性の検討 

 

 

漆山 大知 

福岡大学医学部 産婦人科学教室  

 

腟内細菌叢診断に基づく子宮内感染ハイリスク症例の治療法の開発 

 

 

加藤 侑希 

日本大学医学部 生体構造医学分野 / 慶應義塾大学医学部 先端研 

 

早期卵巣癌を高感度かつ高特異的に検出する新規診断マーカーの開発 
 

 

木須 伊織 

慶應義塾大学医学部 産婦人科学教室 

非ヒト霊長類動物における子宮移植技術の開発 ：新たな生殖医療技術の臨床 

応用に向けて 

 
 

    

田口 歩 

東京大学医学部附属病院 女性診療科・産科 

子宮頸部異形成におけるヒト免疫応答の解明と、Hidden Markov Modelを用いた 

予後予測モデルの確立 

 

 

田中 佳世 

三重大学医学部附属病院 産科婦人科 

 

 

胎児発育不全に対する妊娠中のタダラフィル治療の安全性に関する基礎的検討 
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(2)  重要な契約に関する事項 ： 該当なし 

(3) 役員会等に関する事項(理事会、評議員会、選考委員会)  

① 理事会 

第１回（令和２年２月７日） 

理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 

○ 事業報告書及び決算報告書承認の件 

決算に関する、下記の書類について承認すること 

一般財団法人今井精一記念財団（２０１９年１２月２４日から２０１９年１２月３１日） 

・事業報告書及び附属明細書 

・決算報告書 

○ 評議員会開催の件 

以下のとおり評議員会を開催すること 

日時：２０２０年２月２４日（月・祝日）１７時０５分～１７時２５分 

報告事項：１．事業報告書の報告の件 

承認事項：１．決算報告書承認の件 

   ２. 役員及び評議員の報酬等及び費用に関する規程の承認 

３．評議員会運営規程の承認 

○ 事務局長承認の件                                                 

小澤実氏を事務局長とすること 

 

第２回（令和２年２月２４日） 

第 1号議案  

第２期（令和２年度）事業計画及び収支予算書の承認 ： 可決 

第 2号議案   

常務理事の職務分担について ： 可決 

第 3号議案   

規程類（下記）の承認 ： 可決 

・理事職務権限規程及び別表 ・理事会運営規程 

・資産管理運用規程       ・寄附金取扱規程   ・事務局規程 

第 4号議案   

利益相反取引について（事務所の賃貸借契約書関係） ： 可決 

 

報告事項  

代表理事等の職務執行状況の報告 ： 全員了承 
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  ・設立後の財団の立ち上げに関する動きについて 

  ・今後の助成活動に向けた動きについて 

 

 

第３回（令和２年８月２８日） 

理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 

○ 選考委員会規程の承認の件 

定款第４条の事業（助成事業）の対象となる者を選考するために設置する 

選考委員会に関わる規程について承認すること 

○ 選考委員選任の件 

提案諸氏を選考委員とすること 

 

 

第４回（令和２年１１月９日） 

理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 

○ 第２期支払助成金増額及び補正予算書承認の件 

支払助成金を 10,500,000円へと 6,000,000円増額して補正予算を組み、  

それを承認すること 

○ 第２期の定款第４条の事業（助成事業）の対象となる者の最終決定の件 

       選考委員会にて採択され、理事会宛てに報告された諸氏を、第２期の定款 

第４条の事業（助成事業）の対象となる者として最終決定すること 

○ 第３期（令和３年度）事業計画及び収支予算書承認の件 

 

 

第５回（令和２年１２月１日） 

理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 

○ 選考委員選任（増加）の件 

提案の１名を選考委員（増加）とすること 

○ 公益認定の申請の件 

社会的信用力の向上・税制優遇措置の拡充等を背景に、より機動的で実

効性ある助成事業を展開させるべく、行政庁（内閣府）に対し、公益認定申

請を致す。 申請書の作成及び提出後の内閣府指導による修正は代表理

事一任。 
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② 評議員会 

第１回 評議員会(令和２年２月２４日) 

報告事項                                          

第１期（令和元年度）事業報告書の報告の件 ： 全員了承                          

第１号議案  

第１期（令和元年度）決算報告書の承認の件 ： 可決 

第２号議案  

役員及び評議員の報酬等及び費用に関する規程の承認 ： 可決 

第３号議案  

評議員会運営規程の承認 ： 可決 

  

③ 選考委員会 

第１回選考委員会(令和２年１０月３１日) 

第１号議案                                         

２０２０年度助成事業交付対象者選考の件 ：                          

７名の候補者を選考し、理事会への上申を可決   

 

(4) 寄附財産に関する事項 ： 該当なし 

(5) 行政庁提出書類 ： 該当なし 

(6) 登記に関する事項 ： 該当なし 

(7) その他                                              

○ 財団ホームページ作成及び公開（令和２年５月１３日）                   

○ 財団紹介及び助成事業に関わるパンフレット作成及び配布（令和２年６月）    

○ 公益財団法人を見据えた組織体制の整備並びに公益認定申請準備 

3 法人の課題 ： 該当なし 

また、事業報告に関する附属明細書に記載する事項は有りません。 


